
放送を変革する 
高い信頼性を持つスケーラブルなツールを 
活用したワークフローの最適化
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2020 年のニールセントータルオーディエンスレポートによる
と、平均的な成人は週 26 時間、テレビ ( 生放送、オンデマンド、
DVR を含む ) を視聴しています。1 これは平均的な 1 週間の労働
時間の約 3 分の 2 に当たります。画面を眺めて過ごすこの時間
の中で、視聴者の 19% がストリーミングサービスを視聴してい
ます。1 ほんの数年前には、39% の人々が、オンデマンドではな
くライブでコンテンツを視聴していました。2 2020 年後半には、
ストリーミングコンテンツはテレビ総視聴時間の 4 分の 1 を占
めるまでになっています。3 そして、コンテンツの需要が高まって
いることに加えて、消費者はすぐにプラットフォームを変えられ
るようになっています。

放送局は、世界中のどこでも、視聴者がどんなデバイスで視聴し
ていようとも、コンテンツがシームレスにデリバリーされること、
そしてそれに一貫して適合できるようになることを望んでいます。

多くの業界と同様に、放送局のクラウド移行の長期計画は 2020 年
に急速に進みました。同年には、不測の医療危機により人々の生
活や人との関わり方に影響が出たことに加え、テクノロジーにお
ける変化もありました。その影響は長く続くことでしょう。 

•	 既に進んでいた労働力のグローバル化が、いっそう加速し、さ
まざまな業界で受け入れられています 

•	 次世代ディストリビューション、そして一次ディストリビュー
ションとしての IP の受容が、始まっています 

•	 放送局はライブプロダクションとプレイアウトをクラウドで行
うことができるようになりました 

 
放送は従来オンプレミスの技術に根ざしていましたが、今日では
クラウドに移行しつつあります。そこでは、拡大とイノベーショ
ンの機会が提供されるのです。この日本語ガイドでは、放送のプ
レイアウト、リモートライブプロダクション、ディストリビュー
ション向けにクラウド上に構築された、モダンブロードキャス
トソリューションについてご紹介します。お客様や AWS パート
ナーが特定の Amazon Web Services (AWS) ソリューションを
どのように利用しているかや、クラウドだからこそ可能なスケー
ラビリティ、俊敏性、グローバルリーチをどのように活用してい
るかがわかります。

今日の放送を取り巻く環境

1   ニールセントータルオーディエンスレポート、2020 年 2 月
2   �「Only 39% Of Viewers Choose Live TV As Their Default Option – Study」、Deadline、 

2018 年 7 月
3   ニールセントータルオーディエンスレポート、2020 年 8 月 ("Special Edition: Work-From-Home")
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https://www.nielsen.com/us/en/insights/report/2020/the-nielsen-total-audience-report-february-2020/
https://deadline.com/2018/07/only-39-percent-viewers-choose-live-tv-as-default-study-1202425625/
https://www.nielsen.com/us/en/insights/report/2020/the-nielsen-total-audience-report-august-2020/


国営放送局、独立放送局、直営の放送局のいずれであっても、そのビジネ
スは優れたサービスを視聴者に届けることで成り立っています。ただし、
考慮すべき選択肢や判断が多数あります。

考慮事項のひとつは、編成に入れる放送やチャンネルプレイアウトの種類
です。事前収録番組、生放送のスポーツやニュース、事前に選択された有
料の時間枠で番組の合間に組み込む広告やプロモーションなどが含まれ 
ます。

デリバリー方法やディストリビューション方法の選択もあります。通称と
しての「テレビ」の意味は広がり、Over the Air (OTA) やマルチチャネル
動画番組配信事業者 (MVPD) まで含むようになりました。どちらもプライ
マリディストリビューションの一形態です。さらに、Over-the-Top (OTT) 
や TV everywhere (TVE) ディストリビューション、またインターネット
経由の配信もあります。

放送局は、動画配信市場が進化するにつれてスケールする、マルチスクリー
ンソリューションを必要としています。

スクリーンの裏側 : 放送局が行っていること 
放送と OTT の違い

放送 OTT

リニアプレイアウト、ライブ要素はあ
る場合もない場合もある

ファイルベース / オンデマンドの 
モデル

OTA または MVPD/ ケーブルプロバ
イダー経由のデリバリー インターネット配信 

Hulu + Live TV、DIRECTV 
STREAM、Peacock などの仮想マ
ルチチャンネル動画番組配信事業
者 (vMVPD、Virtual Multichannel 
Video Programming Distributor) 
サービスを含めることもある 

リニアチャネルのライブストリーミン
グ反復を含めることが可能 

成熟した収益化モデル : 広告収入 
MVPD サブスクリプション収益

複数の収益化モデル : アドサポート、
サブスクリプション、トランザク 
ション
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今日の視聴者は、複数のプラットフォームやデバイスでテレビを視聴しています。放送局とし
ては、存在するあらゆるフォーマットを認識し、次に来るものを予測したいところですが、 
そうするとデリバリーパイプラインにプロセスを過剰に作成することになりかねません。

放送パイプラインの 3 つのフェーズである、取得、放送プレイアウト、ディストリビューショ
ンを見てみましょう。

フェーズ 1: 取得
放送されるコンテンツは、ニュースのカメラ前からの生放送、スポーツイベントの会場、スタ
ジオやセットで事前収録されたものなどから作られ、他の番組コンテンツと一緒にスケジュー
ルされます。放送局は取得フェーズにおいて、事前収録や生放送のコンテンツを調達し、それ
をプレイアウトおよびディストリビューション用に準備します。

ライブプロダクションは、ニュースやスポーツコンテンツの場合に最も一般的です。ワークフ
ロー内にライブおよびライブリニアチャネルをデプロイし、コンテンツを地域または世界中の
視聴者にデリバリーします。ライブプロダクションシナリオでは、番組はイベントの現場やス
タジオ ( またはこの 2 つの組み合わせ ) で作られ、できあがった番組は放送設備にフィードさ
れて、チャンネルのブランディングやコマーシャルが挿入された後、そのアウトプットがディ
ストリビューションチェーンに送信されます。

サプライチェーンプロセスは、提供されるどのようなコンテンツでも利用できますが、通常は
事前収録コンテンツに適用されます。このプロセスには、プログラムファイルおよび補完アセッ
ト ( クローズドキャプション、字幕ファイル、OTT プラットフォーム用アートワークなど ) の
受領、またそれらアセットに関するメディアアセット管理システムへの登録などが含まれます。
さらに、エンコードやトランスコード、品質管理チェック、プログラムのフォーマット処理やアー
カイブなどの追加処理が含まれることもあります。

放送ワークロード
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放送パイプライン、取得から 
ディストリビューションまで

フェーズ 2: 放送プレイアウト
放送センターまたはネットワークオペレーションセンターは、放送業務の技術ハ
ブです。放送局は、さまざまなフィードやソースを切り替え、広告を再生し、グ
ラフィックスやクローズドキャプションを番組に追加し、アウトプットをモニ
ターします。

フェーズ 3: ディストリビューション
どのようなディストリビューションモデルでも同様に、これが視聴者にコンテン
ツを届ける「仕上げ」のプロセスです。OTA、リニア OTT、MVPD に関係なく、
このフェーズには、デリバリーの他にも暗号化や圧縮が含まれます。

今日の放送用語 
ケーブル、衛星、地上波 : 従来の物理インフラストラクチャによる放送メ
カニズム 

CDN: コンテンツ配信ネットワーク (Content Delivery Network)  
DTH: 直接衛星放送 (Direct to Home)  
IPTV: IP 放送 (Internet Protocol Television)、別名インターネット経由
配信  
MVPD: マルチチャンネル動画番組配信事業者 (Multichannel Video 
Programming Distributor)  
vMVPD: 仮想マルチチャンネル動画番組配信事業者 (Virtual 
Multichannel Video Programming Distributor)  
OTA: Over the Air  
OTT: オーバーザトップ (Over the Top)、OTT ストリーミングまたは 
OTT/TVE を含む場合もある 
OVD: オンライン動画配信業者 (Online Video Distributor)  
TVE: TV everywhere 
VOD: ビデオオンデマンド (Video on Demand)

コンテンツ

放送局

OTT ストリーミングOver the Air (OTA) ケーブル/IPTV/DTH/
OTT/MVPD
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デリバリー方法にかかわらず、放送局は普遍的に同じものを求めています。

•	 柔軟性 - パーソナライズと地域分けを支えるものです

•	 広帯域幅と低レイテンシー - ライブか事前収録かによりません

•	 信頼性と品質 - どちらもカスタマーエクスペリエンスに欠かせないものです

•	 効率化とコスト最適化 - インフラストラクチャ全体の最適化を図る

•	 視聴者のエンゲージメント - 視聴の継続や増加に繋がります

放送局に必要なもの
レイテンシー 信頼性

画質 コスト

柔軟性

放送局の主な懸念事項
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フルクラウドベースの放送モデルでは、主要な放送ワーク
ロードにおいてスケール、俊敏性、回復力、イノベーショ
ンが可能になります。

クラウドでの放送に移行すると、資本的支出 (capex) モ
デルから従量制料金に切り替わります。

オンプレミスで所有またはリースしている特定のインフラ
ストラクチャの制約を受けるのではなく、その仕事に適し
たツールを使い、インフラストラクチャを最適化できます。
そして、イノベーションが可能になります。クラウドに完
全に移行すると、200 を超える AWS のサービスから使用
するものを選択できます。

クラウドベースのワークフローを利用することで人材がど
こにいても活用可能になります。リモートに分散した労働
力の活用を現実のものとし、手元にある仕事に最適な人材
を見つけることができます。AWS グローバルインフラス
トラクチャは、AWS リージョン、アベイラビリティーゾー
ン、Point of Presence (POP) に支えられています。AWS 
のグローバルフットプリントと高帯域ネットワークを活用
すれば、わずか数分でグローバル展開できます。

クラウドで変革を起こす :  
クラウドエコノミクスを活用して 
人材を最適化する

クラウドが一般化する中での
放送 : クラウドネットワークは
オンプレミスとは異なる

もちろん、違いを知っておく必要はあります
が、クラウドにすれば、イノベーションや最
適化の可能性が広がります。
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お客様は、クラウドベースの放送インフラストラクチャに対応
した以下の AWS の製品やサービスを利用できます。

ストレージ/アーカイブ 
コンテンツをクラウドネイティブなアーキテクチャに保存す
ると、コンテンツとメタデータを最適化して複数のサプライ
チェーン要件に利用できます。テープアーカイブロボットや、
データテーブの破損によるデータ喪失などのよくある障害を心
配する必要がなくなります。

お勧めのサービス : Amazon Simple Storage Service 
(Amazon S3)、Amazon S3 Glacier、Amazon S3 Glacier 
Deep Archive

伝送 
メディアアセットの AWS への伝送または AWS からの伝送
には、標準ベースの仕組みを活用したり、AWS Elemental 
MediaConnect などのサービスを使用した入力ソースフェイ
ルオーバーサポートを利用したり、さまざまな方法をとること
ができます。

お勧めのサービス : AWS Direct Connect、AWS Elemental 
MediaConnect

ディストリビューション 
コンテンツを視聴者にデリバリーします。

お勧めのサービス : AWS Elemental MediaConnect、
Statistical Multiplexing (Statmux) for MediaLive

クラウドが一般化する中
での放送 : 差別化につな
がらない面倒な作業をな
くす

差別化につながらない面倒な作業とは、
企業が行っている、ミッションに価値
を付加することにはならない、労力の
かかる IT 作業すべてのことです。例え
ば、ストレージやネットワークの構築
や保守にリソースを注ぎ込むといった
ことです。
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AWS のサービスを放送
ワークフローに導入する
プレイアウトとプロダクションは、放送局の基礎ワークロードです。成
熟した信頼性の高いワークロードが、放送事業を行うお客様の日常業務
を支えます。このセクションでは、放送プレイアウトとリモートライブ
プロダクションという 2 つの主要ワークロードを検討します。

放送プレイアウトは、コンテンツのスケジュール作成やプレイアウト、
画像やキャプションの追加など、最新技術を駆使した作業を行う部分で
す。このフェーズでは、多くの作業が放送センターで行われます。

クラウドを使用すると、以前の物理的なインフラストラクチャやツール
では不可能だった、効率性とスケーラビリティを実現できます。 

リモートライブプロダクションは、今日のモダンな放送を取り巻く環境
において重要な要素です。あらゆる瞬間に非常に多くのライブコンテン
ツが生まれるため、放送局がすべてのイベントやニュース放送に対応し
てチームを「現場に」用意するのは不可能です。放送局には、スタジオ、
あるいは世界中のハブからでも、コンテンツをリモートで制作する能力
が求められます。クラウドならば、これが可能となります。

お客様の事例 
放送用途でのクラウドの可能性をお見せするには、AWS のお客様がこ
れらのソリューションをどのように実装しているかをご紹介するのが一
番です。いくつかの事例を見てみましょう。

今日、 
2,900 を超える 
チャンネルが 
AWS クラウドで 
運営されています。
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VIACOMCBS 

ViacomCBS は AWS を放送用推奨クラウドプロ
バイダーに選定
ViacomCBS には、ネットワークごとに、まったく異なるサイロ化されたプラットフォームがあり、グロー
バルチームがメディアの制作、管理、ディストリビューションに使用していました。クラウドベースプラッ
トフォームの共通セットを構築するため、ViacomCBS と AWS は 2020 年 12 月に、ViacomCBS のグ
ローバル放送メディアオペレーションの推奨クラウドプロバイダーに AWS を指定する戦略的合意の計画
を発表しました。ViacomCBS は、425 のチャンネルと 40 のグローバルデータセンターおよびプロダク
ション施設を含むすべての放送フットプリントのオペレーションを AWS に移行する予定です。

ViacomCBS はこの移行により、オペレーションやコストを改善し、ライセンスパートナーのコンテンツ
へのアクセスを簡素化し、より多くのコンテンツや新しい視聴エクスペリエンスをあらゆるデバイスで視
聴者に届けることができるようになります。新しいクラウドベースの放送およびメディアサプライチェー
ンオペレーティングハブにより、ViacomCBS は新しいチャンネルをより迅速に立ち上げたり、ライブコ
ンテンツを動的に構成してあらゆるディストリビューションチャンネルのデリバリーを最適化できます。

ViacomCBS について詳しく知る (英語) ›

お勧めのソリューション
AWS メディアサービス、Amazon Rekognition、
Amazon SageMaker、AWS Global Infrastructure
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FOX

FOX はクラウドで次世代ディストリビューション 
を実現し成熟し続ける
2019 年、FOX Corporation と AWS は、ネットワークで AWS のサービスを使用して FOX のスポーツ、
ニュース、エンターテインメントテレビコンテンツを MVPD、アフェリエイト、OTT プロバイダーにディ
ストリビューションするという、複数年に渡る戦略コラボレーションを開始しました。

FOX はすぐに、視聴者の急速な挙動の変化に適合し、新しいプラットフォームやモデルが登場するたび
に対応して、コンテンツを柔軟にディストリビューションできるようになりました。また、グローバル放
送モデルに対しても機敏に行動できるようになりました。しかし、FOX が成熟し続けるにつれて、新し
い柔軟性、スケール、特別なイベント中に爆発的に増大するトラフィックを処理する能力が必要になりま
した。

AWS と FOX の関係性は大きくなり続けており、このネットワークには、近い将来、主に AWS 駆動のプ
レイアウトを立ち上げる計画があります。

FOX について詳しく知る ›

お勧めのソリューション
Amazon S3、Amazon Elastic Compute Cloud (Amazon EC2)、
AWS プロフェッショナルサービス、Amazon MQ
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DISCOVERY 

Discovery はイノベーションを加速させ 
リニアプレイアウトのインフラストラクチャ 
コストを削減
リアルライフエンターテインメントの世界的リーダーである Discovery は、年間 8,000 時間を超
えるオリジナル番組をデリバリーしています。コンテンツは 220 を超える国、50 言語で視聴でき
ます。Discovery はリニアプレイアウト番組のインフラストラクチャをモダナイズして、急速に変
化する業界でリーダーシップの地位を維持しようと考えました。

AWS は、Discovery の推奨クラウドプロバイダーとして、同社のインフラストラクチャのニーズ
の大部分を広く支えています。Discovery は、AWS や AWS パートナーが提供するソリューショ
ンを使用して、450 を超えるグローバルリニアテレビチャンネルをクラウドに移行し、データセ
ンターと物理プレイアウトハブを廃止して、インフラストラクチャコストを 61% 削減しました。
Discovery は新しいクラウドベースの柔軟なビジネスモデルにより、大規模イベント向けに短期の
チャンネルを立ち上げることができるようになりました。

Discovery について詳しく知る ›

お勧めのソリューション
AWS: Amazon S3、Amazon EC2、AWS Direct Connect 
Evertz Microsystems: Mediator-X、OvertureRT LIVE、Render-X
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PGA TOUR 

PGA TOUR は AWS とともに 
ファンエクスペリエンスを再考
PGA TOUR は、優れたゴルフ選手を取り上げることで、世界中のファン、パートナー、コミュニ
ティを魅了し、インスパイアして、ポジティブなインパクトを与えています。ファンのエンゲー
ジメント強化と動画制作やデリバリーワークフローの合理化を目指した PGA TOUR は、AWS を
オフィシャルクラウドパートナーとして採用しました。

AWS は、PGA TOUR の機械学習、自然言語処理、ストレージ、 コンピューティング、分析、
データベース容量を強化し、さまざまなトーナメントでより優れたゴルフファンのエクスペリエ
ンスを提供しています。PGA TOUR はまた AWS メディアサービスを活用し、画期的なアプリ
「Every Shot Live」でゴルフファンが自身のエクスペリエンスをよりコントロールできるよう
にしました。

PGA TOUR について詳しく知る (英語) ›

お勧めのソリューション
Amazon S3、Amazon Rekognition、AWS Elemental MediaConnect、
AWS Elemental Live、AWS Elemental MediaLive、Amazon CloudFront
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パートナーの 
ユースケース 
ここで取り上げる AWS パートナーは、AWS メディア
サービス上、または AWS メディアサービスを活用して、
ソリューションを開発し、サービスを提供しています。
クラウドへの移行や、クラウドの導入を加速させるのに
役立つ複数のオプションも用意されています。これらの 
AWS パートナーを、いくつかの異なるユースケースで
見ていきましょう。

放送プレイアウト 

AWS パートナーである Imagine Communications は、世界中のメディア & エンター
テインメント業界向けに、リニアおよび非リニアプレイアウト、コンテンツサプライ
チェーン管理、次世代広告管理、ターゲティング配信、ダイナミック広告挿入用のメディ
アソフトウェアプラットフォームを提供しています。

Sinclair Broadcast Group は米国の大手テレビ局運営会社であり、100 を超える市場
において、国全体で合計 193 の直営局を有しています。Sinclair Networks LLC はまた、
Tennis Channel や、2019 年に FOX Sports Networks から取得した地方のスポーツ
ネットワークも運営しています。Sinclair は、急成長する 3 つのネットワークのチャン
ネル配信元を、オンプレミスから AWS に移行する必要がありました。

Sinclair は、AWS と Imagine Communications が提供するソリューションを使用し、
AWS 上にデプロイされた、スケーラブルで安全性と回復力が高いチャネル配信元プラッ
トフォームを実現しました。Imagine は AWS に Versio をデプロイし、AWS の複数
のサービスを活用して TCO の管理に役立てました。

Imagine Communications について詳しく知る (英語) ›
15

Featured AWS Partners develop solutions and deliver services built on or with AWS Media Services, with multiple options to help 

you accelerate your move to and adoption of the cloud. Let’s look at these AWS Partners in a couple of different use cases:

Broadcast playout

Imagine Communications is an AWS Select Technology Partner. The 
company provides media software platforms for linear and nonlinear 
playout, content supply chain management, next-generation advertising 
management, targeted delivery, and dynamic ad insertion for the global 
media and entertainment industry.

Sinclair Broadcast Group is a large television station operator in the U.S. 
with a total of 193 owned-and-operated stations across the country, in 
over 100 markets. Sinclair Networks LLC, also operates Tennis Channel, as 
well as the regional sports networks that were acquired from FOX Sports 
Networks in 2019. Sinclair needed to migrate channel origination of three 
emerging networks out of an on-premises facility to AWS.

Using solutions from AWS and Imagine, Sinclair has achieved a scalable, 
secure, and resilient channel origination platform, deployed on AWS. 
Imagine Communications deployed Versio on AWS, while leveraging 
several AWS services to help manage the TCO.

Learn more about Imagine Communications

Amagi is an AWS Advanced Technology Partner. The organization 
brings simplicity, advanced automation, and transparency to the entire 
broadcast operation, be it for traditional TV or next-gen multiscreen 
platforms. Amagi has deployments in over 40 countries, enabling TV 
networks to launch, operate, and monetize channels anywhere in  
the world. 

A+E Networks UK is a leading media network reaching 58 million 
homes across 100 countries. For A+E Networks UK, Amagi deployed 
CLOUDPORT, its award-winning cloud platform built on AWS cloud 
infrastructure to support end-to-end broadcast workflows and managed 
playout services. Initially set up as a business continuity playout option, 
the operation was transitioned to be the primary facility in a matter of 
weeks. More than 50,000 hours of content was ingested on to the cloud.

Now A+E Networks UK has greater flexibility and scalability. Multiple 
geographies are now covered with cost-effective cloud playout, and 
the network can manage broadcast operations remotely. A+E Networks 
UK has improved operational insights at all stages of the broadcast 
workflow, as well.

Read more about Amagi

Solutions spotlight:

Amazon S3, AWS Lambda, Amazon RDS, AWS Identity and Access 
Management (AWS IAM), Amagi CLOUDPORT  

Partner use cases

Solutions spotlight:

AWS: Amazon S3, Amazon EC2, Amazon RDS for PostgreSQL, AWS 
Elemental MediaConvert, Amazon WorkSpaces

Imagine Communications: Versio Automation and Playout, Versio 
Workflow, Versio Content Portal (Asset Management)

AWS: Amazon S3、Amazon EC2、Amazon RDS 
for PostgreSQL、AWS Elemental MediaConvert、
Amazon WorkSpaces 

Imagine Communications: Versio Automation、
Versio Playout、Versio Workflow、Versio Content 
Portal ( アセット管理 )

お勧めのソリューション
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放送プレイアウト 

AWS パートナーである Amagi は、従来のテレビか、次世代マルチスクリーンプラットフォームか
を問わず、放送業務全体の簡素化、高度なオートメーション、透明性をもたらします。Amagi は  
40 を超える国に展開しており、テレビネットワークが世界中のどこでもチャンネルを開始、運営、
収益化できるようにしています。

A+E Networks UK は、100 か国で 5,800 万世帯に配信するメディアネットワークの大手企業です。
Amagi が A+E Networks UK 向けにデプロイした CLOUDPORT は、AWS のインフラストラクチャ
上に構築された受賞歴のあるクラウドプラットフォームであり、エンドツーエンドの放送ワークフ
ローやマネージドプレイアウトサービスをサポートしています。このオペレーションは、最初はビジ
ネス継続性のためのプレイアウトオプションとしてセットアップされましたが、数週間のうちに主要
設備となりました。50,000 時間を超えるコンテンツが、クラウドにインジェストされました。

今では、A+E Networks UK は、より優れた柔軟性とスケーラビリティを獲得しています。コスト効
率に優れたクラウドプレイアウトで複数の地域がカバーされ、同ネットワークは放送業務をリモート
で管理できるようになりました。A+E Networks UK は、放送ワークフローのすべての段階において、
より良い業務上のインサイトが得られています。

Amagi について詳しく知る (英語) › 15

Featured AWS Partners develop solutions and deliver services built on or with AWS Media Services, with multiple options to help 

you accelerate your move to and adoption of the cloud. Let’s look at these AWS Partners in a couple of different use cases:

Broadcast playout

Imagine Communications is an AWS Select Technology Partner. The 
company provides media software platforms for linear and nonlinear 
playout, content supply chain management, next-generation advertising 
management, targeted delivery, and dynamic ad insertion for the global 
media and entertainment industry.

Sinclair Broadcast Group is a large television station operator in the U.S. 
with a total of 193 owned-and-operated stations across the country, in 
over 100 markets. Sinclair Networks LLC, also operates Tennis Channel, as 
well as the regional sports networks that were acquired from FOX Sports 
Networks in 2019. Sinclair needed to migrate channel origination of three 
emerging networks out of an on-premises facility to AWS.

Using solutions from AWS and Imagine, Sinclair has achieved a scalable, 
secure, and resilient channel origination platform, deployed on AWS. 
Imagine Communications deployed Versio on AWS, while leveraging 
several AWS services to help manage the TCO.

Learn more about Imagine Communications

Amagi is an AWS Advanced Technology Partner. The organization 
brings simplicity, advanced automation, and transparency to the entire 
broadcast operation, be it for traditional TV or next-gen multiscreen 
platforms. Amagi has deployments in over 40 countries, enabling TV 
networks to launch, operate, and monetize channels anywhere in  
the world. 

A+E Networks UK is a leading media network reaching 58 million 
homes across 100 countries. For A+E Networks UK, Amagi deployed 
CLOUDPORT, its award-winning cloud platform built on AWS cloud 
infrastructure to support end-to-end broadcast workflows and managed 
playout services. Initially set up as a business continuity playout option, 
the operation was transitioned to be the primary facility in a matter of 
weeks. More than 50,000 hours of content was ingested on to the cloud.

Now A+E Networks UK has greater flexibility and scalability. Multiple 
geographies are now covered with cost-effective cloud playout, and 
the network can manage broadcast operations remotely. A+E Networks 
UK has improved operational insights at all stages of the broadcast 
workflow, as well.

Read more about Amagi

Solutions spotlight:

Amazon S3, AWS Lambda, Amazon RDS, AWS Identity and Access 
Management (AWS IAM), Amagi CLOUDPORT  

Partner use cases

Solutions spotlight:

AWS: Amazon S3, Amazon EC2, Amazon RDS for PostgreSQL, AWS 
Elemental MediaConvert, Amazon WorkSpaces

Imagine Communications: Versio Automation and Playout, Versio 
Workflow, Versio Content Portal (Asset Management)

AWS: Amazon S3、AWS Batch、AWS Elemental MediaConnect、
AWS Direct Connect、AWS Lambda、Amazon RDS、AWS Identity 
and Access Management (AWS IAM)

Amagi: Amagi CLOUDPORT

お勧めのソリューション
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https://partners.amazonaws.com/partners/001E000001Byi0BIAR/Amagi%20Media%20Labs%20Pvt.%20Ltd


リモートライブプロダクション

AWS パートナーである Grabyo は、編集とディストリビューション向けのクラウドベースの
動画制作プラットフォームです。同社はライブクリップソリューションとしてスタートしまし
たが、現在ではその主要サービスのひとつとして、ライブプロダクションストリーミングプラッ
トフォームを提供しています。しかし、サービスのモダナイゼーションが進むにつれて、同社
は柔軟性のないインフラストラクチャと効率的にスケーリングする能力の欠如に悩まされるこ
とになりました。

クラウドによってこれが変わり、Grabyo は継続的なアップデートとコラボレーションワーク
フローを確立できるようになり、柔軟性のある価格設定やオンデマンドでのスケールを実現し
ました。これらは、Grabyo の CEO である Gareth Capon 氏によれば、「数年前には可能だ
と思えなかったこと」です。

現在、Grabyo はネイティブクラウドや将来のイノベーションについて検討しています。同社
はフィードをリモートで持ち込み、サードパーティーからの画像を追加して、チームが世界中
のどこに拠点を置いているかにかかわらず、共同作業を進めることができます。また、プロダ
クションツールは使用したときのみの支払いです。これにより、俊敏なイテレーションを伴う
迅速な構築とテストが可能になります。

Capon 氏は「プロダクションチームにとって最も重要なことは、信頼性の高い高品質なエク
スペリエンスです」と言います。同氏はまた「以前は、これらのサービスはハードウェア上に
構築されていました。これらのサービスをクラウドに移行することで、人が働く環境、ひいて
はコスト構造を変えることができました」と述べています。 

AWS Cloud Digital Interface (AWS CDI) のおかげで、Grabyo は非圧縮動画をクラウドに
移して、それが提供するサービスの柔軟性を向上させることができます。この向上により、
Grabyo はイノベーション、最適化、品質改善を促進できます。また、同社が従業員やインフ
ラストラクチャを世界中で移動させる必要がないため、環境やコストにも好影響があります。
その結果、Grabyo はプロダクションコストで節約できた分を、新しい製品やサービスに再投
資できます。

「できることはまだまだたくさんあります」と Capon 氏は述べています。

Grabyo について詳しく知る (英語) ›

Grabyo、CEO、Gareth Capon 氏

「	できること
はまだまだ
たくさんあ
ります」 
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Statmux for AWS Elemental MediaLive
統計多重化 (Statistical multiplexing: Statmux) は、複数のライブ動画チャン
ネルにリアルタイムでビットを割り当てるテクノロジーです。一定の合計帯域
幅の中で、チャンネルグループの画質を最適化することで、ネットワーク効率
を最大化します。

Statmux for AWS Elemental MediaLive は、放送用動画をデリバリー用に準
備する際の、従来のハードウェアベースの方法に変わるものです。放送用動画
をディストリビューション向けに簡単に使用できるフルマネージドのクラウド
サービスにしたことで、Statmux for AWS Elemental MediaLive を使用して、
ライブコンテンツをより柔軟かつ効率的にデリバリーし、インフラストラクチャ
と管理のコストを削減し、持ち前の信頼性で高画質動画をデリバリーできます。

Statmux for AWS Elemental MediaLive により、柔軟性が高くスケーラブル
なワークフローを AWS に実装し、従来の放送方式で中継局にディストリビュー
ションするためのコンテンツを生成できます。Statmux は、AWS Elemental 
MediaLive の高度な動画エンコード機能と生来の回復力を組み合わせること
で、ネットワークからより多くの帯域幅容量を引き出し、信頼性の高い 24 時
間 365 日のオペレーションを確保して、リニア動画配信の総保有コストを削減
します。

Statmux について詳しく知る ›

AWS メディアサービスは OTT 動画アプリケーションにも向いていますが、特に放送での使用向けに設計されている機能がいくつかあります。

放送局向けに設計された AWS メディアサービス
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AWS CDI を使用したクラウドでの非圧縮動画
AWS Cloud Digital Interface (AWS CDI) は、放送局が高い信頼性と 8 ミリ
秒 (60 fps 動画の 1 フレームより小さい ) というネットワークレイテンシー
で、高画質の非圧縮動画を AWS 内で伝送できるネットワークテクノロジーで
す。AWS CDI を利用すると、レイテンシーや画質の要件について妥協せずに、
複数の Amazon EC2 インスタンスや AWS メディアサービスにライブ動画ソ
リューションをデプロイできます。

AWS CDI を活用して構築された分散型マルチベンダーアプリケーションの
ユースケースとしては、テレビチャンネルプレイアウト、ライブ動画プロダク
ションスイッチング、モーショングラフィック挿入、マルチビューワーアプリ
ケーション、動画のフレームレートおよび色空間の変換、フォレンジック透か
し、動画の出コードおよびエンコードなどがあります。サードパーティーベン
ダーや AWS パートナーが提供する製品やソリューションのラインナップから
選択して、AWS Elemental MediaLive を含む AWS メディアサービスのサポー
トを活用できます。

AWS CDI について詳しく知る ›

安全で信頼性が高いライブ動画伝送
今日、放送局は通常、高価値コンテンツをクラウドに送信したり、またはディ
ストリビューションするために他社に伝送したりする際には、もっぱら衛星
ネットワークまたはファイバー接続を使用しています。この方式は高価であり、
セットアップに長い時間が必要で、変化し続ける要件に適合するための柔軟性
に欠けています。IP インフラストラクチャ上でライブ動画を伝送するソリュー
ションの使用を試みた放送局もありますが、信頼性とセキュリティの面で苦労
しています。

AWS Elemental MediaConnect を使用すれば、IP ベースのネットワークの柔
軟性、俊敏性、経済性を組み合わせた、衛星やファイバーの信頼性とセキュリ
ティを獲得できます。AWS Elemental MediaConnect を使用すれば、遠隔の
イベント現場 ( スタジアムなど ) からライブ動画を取り込んだり、動画を配信
事業者 ( ケーブルテレビ事業者など ) と共有したり、動画ストリーミングをレ
プリケートして処理 (OTT サービスなど ) したりできます。

AWS Elemental MediaConnect について詳しく知る ›
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クラウドで実現する柔軟性により、従来のオンプレミスインフラストラク
チャとプロセスではこれまで不可能だった、新たなビジネスチャンスが生ま
れます。

•	 資本的支出や物理的なインフラストラクチャに縛られることがないため、
手元にあるもので何とかするのではなく、業務に適したツールを探して
使用できます。データセンターや物理的なプレイアウトハブを廃止して、
コストを最適化できます。また、このように自由に選択できるため、創
造性を試し、磨き、探求しつづけることができ、より優れたコンテンツ
に繋がります。

•	 労働力においても顧客へのリーチにおいても、真の意味でグローバルに
なることもできます。人材が物理的に現場にいる必要がないため、チー
ムやリソースを強化できます。

•	 大規模イベントのために短期のチャンネルを立ち上げるなど、新しいデ
リバリーオプションのスケーリング、迅速なイテレーション、模索が可
能になります。そして、最先端のデバイスを含むあらゆるスクリーンに、
信頼性をもって高画質動画を届けることができます。

•	 最終的には、オールバーチャルな放送ワークフローに移行することで、
放送のサービスを模索、拡張して、最先端な放送局になることができます。

放送の未来はクラウドにある オールバーチャルな未来
(放送ワークフロー)

イベント現場

バーチャルプロダクション

ケーブル/IPTV/DTH/OTT/MVPD

OTT ストリーミング

Over the Air (OTA)
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開始する : 
AWS で放送を
モダナイズする

放送向け AWS について詳しく知る

https://aws.amazon.com/media/broadcast/

